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ところだが，免疫後半に freeの抗体量が増加してくる の役割，および免疫記憶が維持されるメカニズムについ
と，今度は negativefeedbackにより activeな抗体 て発表された。
産生を俸止 (terminate) させてしまうという， 目的に 大体以上のような講演のあと，多田富雄氏の司会で活
かなった調節の機構を解説された。 発な討論が行なわれた。
ついで，放医研の黒須敏嗣氏は，“免疫記憶細胞の 今回のセミナーは多数の学生や大学・研究機関のスタf
kinetics"という題で特別発言された。一般に，一次免 ッフが出席され，その内容もおそらく今日の日本では最
疫反応に比べ，二次免疫反応は，より速く，より高い抗 も程度の高いセミナーであると考えら，れた。
体産生を示すが，この二次反応性は，、一次刺激によって 主催した私達大学院生の誇りどもなった記念すべきセ
生体内に出現する免疫記憶細胞とよばれる特殊な細胞集 ミナーであった。終りに，忙しい中をお集り下さづた講
団に基くものであることを示し，その起源や，細胞分裂 師の諸先生に感謝する。(奥村 康)
実験記録の保存法
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ただ単に 5600に‘セットしであると称する演者が入所した当時の伝染病研究所では教授はまった J恒温槽につ
く実験室に姿を見せず，そこで行なわれていた実験観察
には客観性が乏し‘く，そこから発表された実験結果は世
界的に通用しないばかりでなく，再現性にも乏しいとい
った状態で、あった。そうしたなかで演者は「はたして科
学とはこんなものなのだろうか?J，rこれで良いのだろ
うかけと研究方法に疑問を持ちながらも仕事を続け数
け， 30分タイマーをセットしただけではいけない。必ず
加熱開始の時間と終了の時聞を記録し温度も記録する。
こうした記録によってくり返し実験で異なった結果が得 
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やがて機会を得てアメリカに留学することとなった
が，その留学の主目的はアメリカではどのようにして研
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0，s-同"lni之 3.年の留学によって①客観性のない観察は科学とは無関係
であり，正確な記録をつけなければ科学とはなり得ない
ということ，②実験が壁にぶつかったとき，それを乗り
越えるために考えなければならないのは， (i)pH， @温
度， 6時間であるということを学んだ。帰国後アメリカ
での経験を基とし，さらに種々の工夫を加えて自分なり
の記録法を確立した。以下その主要な点について述べ
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乙れには実験の procedure，実験のために準備すー
例 2. 血清を 5600で30分間加熱せよ。 ベき器具，およびその数量等を書いておく。
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図1. wor].{ sheet: 
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506 昭和 46年度大学院公開セミナー
られた場合の解釈が可能となるし，またより良い実験条
件や新事実の発見も生まれて来る。 
1. 記録保存を便利にするために使用する用紙の規
格統ーをはかり，研究所全体で使用するものを統ーして
いる。 
111. 実験には 3種類のノートを使っている。 
q)Work sheet: これには実験の procedure，実験の
ために準備すべき器具や mediumおよびその数量など
を書いておく。また実験中の書き込みは赤インクで行な
い，予定と区別できるようにしている。それぞれの実験
が終るとその度毎に summaryを作るが，それらは別
にとじる。 
@Preparation book: mediumなどを作るとき，そ
れに用いる薬品の量，会社名，ロットなどを書きとめて
おく。万一 contamina tionのような事故があった場合
その原因究明にこうした記録が必須である。日常使用す
る mediumなどに対しては処方集を作り，いちいち計
算しなくても済むようにしてある。また 100mlのメス
シリンダーで 500mlの蒸留水をはかるときのように同
一操作を何回かくり返す場合には l回毎に印をつけて誤
りを防ぐ。たとえば 200ml入れたら「丁J，500ml入
れたら「正J，さらに終了の意味で「業」とする。。Stockbook: 冷蔵庫の中などに材料を保存する
場合，保存する材料の種類，量，置いた位置などをノー
トに記入し，使用したときにはその都度使用量を記入
する。このことによって，ある材料がどの位の量残って
おり，しかもそれがどこに置かれているかが常に明らか
になっている。
以上が演者の採用している実験記録保存法であるが以
下に実験を開始するまでの手順を述べる。できるだけ無
駄な実験を避けるためにつぎのような方法をとってい
る。原案作成一→討論(共同研究者同志で)一→原案の
変更(別の紙にはじめから書き直す)，あるいは中止一→
実験(作業中のことは赤インクで書く)。実験につかう試
験管やフラスコは必ずコードする。実験中でも確かでな
い材料，希釈液などは必ず捨てて，新しく確実なもので
やり直すことが実験の無駄をはぶき，結果を正確で信頼
性の高いものにするために必須である。(高山直秀)
薬物受容体の問題
加藤
近年分子レベルで薬理学を考える傾向があり，生体内
での分子相互作用を分子レベルで解析する研究がさかん
になってきている。
こうした研究の一部分としていわゆる“ drugrecep-
tor"という分野がある。
現在“receptor"といわれるものとして 1)anatomi-
cal receptor，2) immunological receptor，3) emzymo・ 
logical receptor，4) drug receptorなどが挙げられ
る。このうち 1)はその実体がはっきりしており， 2) 3) 
はだんだんはっきりしてきている。しかし 4)drug re・ 
ceptorの研究は進んでいるとはいえ形態学的にも不明
であり，また単一物質として抽出されてもいない。これ
は教科書的には“鍵と鍵穴"の関係として説明されてお
り，研究の現段階では鍵 (drug)の形から鍵穴 (recep-
tor)の形を推定しているにすぎず，“受容体学説"の域
を出ていない。この受容体学説は 1)現象を説明するた
め， 2)研究を進めるため， 3)教育のために有意義であ
る。とくに，薬物と生体との関連性，薬物作用を十分理
解するためにはその現状を把握しておくことが必要であ
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受容体学説を歴史的にながめると， Ehrlichの側鎖説
にはじめて受容体の概念が現われる。一方受容体の概念
の薬理学への導入は20世紀に入って間もなく Langley 
(1905)によってなされた。彼はニコチンに対して感受性
の高い部分を“ receptivesubstance"と呼んだ。つい
で Clark (1926)がほぼこの概念を確立した。彼はアセ
チJレコリンが全表面積の 6，000分の lしかおおうことの
できない量で 50%抑制作用を発現することを明らかに
した。この考え方によれば，薬物の作用は non-specific 
action (表面を一層におおう程大量になければ発現しな
い作用。例， heptyl alcohol)とspecificaction (表面
のごくわずかの部分をおおう程の少量で効果の現われる
作用。例，アセチルコリン)とに区別され，細胞表面に 
sensitive siteの存在が想定された。やがて薬物の構造
を少しずつ変えるとその示す作用が変化し，ついには拾
抗作用を示すようになることがわかり，分子構造と生物
学的反応との相関関係がさかんに研究されるようになっ
た(1930-1950)。薬物と受容体との結合はひとつの化学
